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国連の難民支援機関であるUNHCRは、紛争や迫害で故郷を追われた人々の命を守り、人権を擁護するとともに、生活
再建を支援。無国籍の根絶も任務とし、無国籍の発生防止などに取り組む。1950年設立。世界約135カ国で活動。

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）
ユーエヌエイチシーアール

誰でも
どこでも
いつでも
安全を求める権利を

＃難民とともに
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6月20日は「世界難民の日」

アフガニスタン、ミャンマー、シリア、ベネズエラ、イエメン、エチオピア・・・。
紛争や迫害により故郷を逃れる人の数は、

世界の人口の1パーセント以上に及び、ウクライナ危機により一層増えています。
安全を求めることはすべての人の権利です―
それが誰でも、出身がどこでも、どんな状況でも。

そして、安全を得ることはゴールではなく、スタートです。
難民の命と生活を守るため、共に行動を起こしませんか？



参加しよう！
広めよう！
詳しくはこちらから

日本では、国連UNHCR協会がUNHCRの公式支援窓口として、UNHCRの活動を支えるための広報・募金活動を行っています。皆さまからのご寄付は
スイス・ジュネーブのUNHCR本部へ送金され、世界各地の難民支援活動に役立てられます。

ご寄付に関するお問い合わせ・お申込み

国連UNHCR協会は認定NPO法人です。ご寄付は税控除の対象になります。

国連UNHCR協会 通話料無料 0120-540-732
ゴシエン ナンミンニ

または03-4366-7373 （平日10時～19時）

国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所
〒107-0062 東京都港区南青山6-10-11 ウェスレーセンター
TEL：03-3499-2011

https://www.unhcr.org/jp/

@unhcrorjp @UNHCR_Tokyo

Youth UNHCR 特別オンラインイベント
「共に生きる」こと
～世界難民の日を前に考える～

「世界難民の日」
UNHCRブルーライトアップ 

NO YOUTH NO JAPAN &
Youth UNHCR
インスタコラボ企画

ファーストリテイリング
「世界難民の日」キャンペーン

世界難民の日こいのぼり 難民について知る写真展 J-FUN SNSリレーキャンペーン

難民を含めたインクルーシブな共生社会
を実現するために求められるものは―
―。難民支援に取り組む学生団体が視聴
者と共に考えます。
◆6月19日 14:00-15:40 オンライン配信
◆要事前登録（１９日正午まで）

音楽とトークの特別配信。UNHCR親善
大使のMIYAVIや著名アーティスト、難民
の学生と共に難民問題を考えよう。
◆6月19日17:00 
◆国連UNHCR協会の
YouTubeチャンネルにて配信

6月20日「世界難民の日」の日没後、日本
各地のランドマークがUNHCRブルーに！
あなたのまわりの“ブルー”を撮影して
SNSで #難民とともに を付けてシェアし
よう。

これからの社会や難民問題を考える学生
たちが、実体験をもとに難民に関する情
報を発信し、新たな気付きと行動につな
げます。SNSで拡散し、共に難民支援の輪
を広げよう。
◆6月18日・20日

今年の「世界難民の日」の特別企画とし
て、難民の自立支援を支えるブランド
「MADE51」を応援します。国連UNHCR
協会と連携して、6～7月にユニクロと
ジーユーの一部店舗で国連難民サポー
ターの募集活動も実施します。

5月5日から6月20日まで、難民の子ども
たちの幸せを願って掲げる岡山発の
「＃世界難民の日こいのぼり」。UNHCR
ブルーのこいのぼりを広めよう！
◆掲揚場所：JR岡山駅、岡山市役所、他

自治体や企業などの協力で展開する難
民について知る写真展。世界の難民問題
やウクライナ危機、難民アスリートにつ
いて知ることのできる写真展も。開催地
をチェックし、ぜひ足を運んでみては。

難民支援に取り組む日本のNGOフォー
ラム「J-FUN」（日本UNHCR・NGO評議
会）によるSNS動画リレー。12団体が支
援対象者や職員の生の声を届けます。
#JFUN2022WRD
◆6月1日～20日
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UNHCR WILL2LIVE Music 2022
ウィル・トゥー・リブ

https://www.unhcr.org/jp/wrd2022

